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個別の領域(Mesh)から領域への衝突確率を独立して計算する衝突確率法において、数値計算では時間の掛

かる衝突確率を簡易に計算する手法を開発している。長方形セルの漏洩確率のテーブルから均質の XY体系

の衝突確率を簡易に計算し、境界要素法（IC法）と組み合わせる事で、汎用的な XY 体系の輸送計算手法を

開発し、XY体系の輸送計算が短時間で実施できる事を示した。 
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1. 緒言 長方形セルの辺の長さ（Y）と断面積（Σ）の積(ΣY)と短長辺の比(Y/X）をパラメータとした長

方形セルの漏洩確率テーブルから均質 XY 体系の衝突確率を容易に計算する手法を開発し、均質 XY 体系の

衝突確率法による輸送計算が可能な事を示した[1,2]。これと境界要素法（Interface Current(IC)法）を

図１の様に組み合わせる事で、汎用の XY体系の輸送計算手法の構築を試行した。 

2. IC 法境界でのカレント角度分布 IC 法では、境界でのカレントを Double Pn法で近似する事が考えら

れる。1次元問題の検討で、中性子束分布の実用的な評価には、DP2程度までの展開が必要である事が示さ

れた。このため XY 体系での漏洩中性子の境界カレントの角度分布を検討し、Z方向角度分布は一般的に使

われる Cosθ分布の他 Cosθ2分布も考慮が必要な事が判った（図２）。 

3. 透過確率の計算 XY 体系の透過確率(T)は(1)式で表現されるが、 

Z 方向の Cosθ2分布は n=3に相当する。Y方向の Cos α分布の次数 

は mに対応する。 
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ビックレー関数 Kinを用い、積分に半解析手法を適用することで 

種々の角度分布線源からの透過確率も比較的短時間で計算出来 

ることが分かった。 

4. 輸送計算の試行 長方形セルの漏洩・透過確率テーブルを 

作成し、IC法と組み合わせた簡易な XY 体系の輸送計算を試行 

し、輸送計算が短時間で実施出来ることを確認した。 
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図 2 漏洩カレントの Z 方向角度 (θ)に対

する分布 

図 1 均質 XY 体系と IC法の組み合わせ 
均質 XY 体系 
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